
平成２ ３ 年度 歯の衛生週間実施要領 

 

１．目  的 

こ の週間は、 歯の衛生に関する正しい知識を国民に対して普及啓発する と と も

に、 歯科疾患の予防に関する適切な習慣の定着を図り 、 併せてその早期発見及び

早期治療等を徹底するこ と によ り 歯の寿命を延ばし 、 も って国民の健康の保持増

進に寄与するこ と を目的と する 。  

 

２．標  語 

みがこうよ 未来へつなげる じょうぶな歯 

 

３．本年度の重点目標 

住民主体による８０２０運動の新たな展開 

～生きる力を支える歯・口のケアの推進～ 

こ れまで実践してきた８ ０ ２ ０ 運動の更なる推進と 、 地域に根ざした生涯を通

じた歯の健康づく り を効果的に進めるため、 住民参加型によ る新たな８ ０ ２ ０ 運

動の展開を目指して､｢住民主体によ る ８ ０ ２ ０ 運動の新たな展開｣を重点目標と す

る 。  

 

４．実施期間 

  平成２ ３ 年６ 月４ 日（ 土） ～同年６ 月１ ０ 日（ 金） までと する 。  

 

５．主  催 

 （ 中央） 厚生労働省、 文部科学省、 日本歯科医師会 

 （ 地方） 都道府県、 保健所を設置する市、 特別区、 都道府県教育委員会、 市町村 

     教育委員会（ 特別区の教育委員会を含む）、 都道府県歯科医師会、 郡市区

歯科医師会（ 特別区の歯科医師会を含む）  

 

６．協  力（予定） 

（ 中央） 人事院、 内閣府、 総務省、 財務省、 経済産業省、 防衛省、 日本民営鉄道協

会、 日本赤十字社、 健康保険組合連合会、 国民健康保険中央会、 全国農業

協同組合中央会、 全国農業共済協会、 全国厚生農業協同組合連合会、 全国

漁業協同組合連合会、 日本林業協会、 大日本水産会、 恩賜財団済生会、 国

家公務員共済組合連合会、 日本医師会、 日本薬剤師会、 日本学校歯科医会、

日本学校薬剤師会、 日本看護協会、 日本助産師会、 日本学校保健会、 中央

労働災害防止協会、 日本歯科衛生士会、 日本歯科技工士会、 ８ ０ ２ ０ 推進



財団、 口腔保健協会、 日本公衆衛生協会、 全国地区衛生組織連合会、 日本

口腔保健協会、 日本新聞協会、 日本放送協会、 日本民間放送連盟、 主婦連

合会、 日本歯磨工業会、 日本歯科商工協会、 生命保険協会、 全国国公立幼

稚園長会、 全日本私立幼稚園連合会、 全国連合小学校長会、 全日本中学校

長会、 全国高等学校長協会、 日本保育協会、 全国私立保育園連盟、 全国社

会福祉協議会、 日本栄養士会、 日本食生活協会、 母子保健推進会議、 母子

衛生研究会、 恩賜財団母子愛育会、 全国心身障害児福祉財団、 全日本ブラ

シ工業協同組合、 健康・ 体力づく り 事業財団、 全国老人ク ラ ブ連合会 

 （ 地方）  中央において協力を得る機関及び団体の地方組織並びにその他の関係 

     団体等で、 主催者が適当と 認めたも のについてはそれぞれに地方の実情 

     に応じ て協力を得る も のと する 。  

 

７．実施方法 

 （ 中央）  主催者は、 相互に連絡協調し 、 報道機関等を通じ て普及・ 啓発を行う 。  

      また、 ポスター、 広報資料等を作成し 、 関係方面へ配布する 。  

 （ 地方）（ 1） 広報機関等によ る普及・ 啓発 

       主催者は相互に連絡を取り 、 自己の広報機関を活用する と と も に、  

      報道機関へ各種資料を提供するこ と 等によ り 、「 週間」 の普及・ 啓発 

      を図る 。  

     ( 2） 各種催物等の開催 

       講習会、 講演会、 映画会、 スラ イ ド フォーラ ム、 展示会等を開催し  

      て、「 週間」 の趣旨の理解を図る 。  

     ( 3） 口腔診査と 歯科保健指導・ 相談等の実施 

       保健所、 市町村保健センター、 保育所、 幼稚園、 学校、 事業所、 病 

      院、 口腔保健センター、 診療所等において実施する 。  

       実施にあたっては、 地域の歯科診療所の歯科医師（ かかり つけ歯科 

      医師） 等と の連携の下に行われる こ と が望ましい。  

     ( 4） 標語、 作文、 絵画等の募集 

       児童・ 生徒から広く 募集して、「 週間」 の趣旨を地域社会に普及･啓 

      発を図る 。  

     ( 5） その他 

       ( 1) ～( 4) に掲げる も ののほか、 それぞれの地方の実情に応じた適切 

      な事業を創意工夫して実施する 。  


